
図l 神戸市交通局納め主回路チョッパ制御装置
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道輸,遥搬部門における昭和50fFは,日本‥ミ1イJ▲鉄道による11】r;為所幹線の

開業,各地下鉄などにおける中仙,駅設備の√引朝巨化や統丁㌻符理システム

の採札 高層ビル及び住宅開エレベMタの開発,糾副菜中城における1耶芝

の日勤化など,でナ稚化･効ヰミ化に対する多牛の研′先成粧がL-し現され 黙エ

ネルギ【,環境改善♂)向でも′長のりある年であったり

日本伯有鉄道における超魯;尊磁1t浮_トトの同党は,し-よい上第一一二大′克験

線埴.没へと進ふ,【如1】ゆ耐寒作Irり上などの托術1村発いJlき続いて精力的に

進めJ)れている(｡山陽析幹線は,尉也における竹山j検爬の【て1助化ち･ども行

なわれ,今後における運輸†ナ理化の新分即も開拓された=,木U睨や常l寸け也下

鉄などでの連行管理システム,チョッパ制札 アルミ軽量小向グ)拭川に.上

る吊エネルギー･古人化の戌火は,/ト後のケア1rりを′J七すものとLてi‾i三=を艇

め,一郎勺糾也で建設側始,又は.汁Ill】j中の地下鉄に抹=Jされる機湛にある二

低騒音の研究も精ノJ的に行なわれているが,その成粧グ)･別かディーゼル

【巨仙=二ついて後述されている､｡海外における輸送対策とlノても,地‾‾F紙健

.没や鉄道電化プロジ工クトかf.与党で,二二に紹介する交涜′.=に1t機関･卜など
の需安憎が妃込まれるJ_.

エレベータについては,馬丁肖ビル川の各椎作能改淳はもちろん,海外詫言

安い再発で,シンサボールl√りけ360m/minエレベーータは,∫1■占イ∴如州1.1■石越絹

効やのもグ)とLて今緒輸rliの仏演芸となろう(‥三11勺作宅川における机上♭東洋化,

保全作l叶トニに応じサイリスタ制御や油†上駆動の研究が行ち･われ,柵シリー

ズのビルエース及び油圧エレベータが開発きれた.､地下鉄駅など†ナ増化グ)

ため,オ【トライン,エスカレ【タの;需要は増人L,ノ左令作,耐久什をl｢】j

卜Lた都市用標準タイプが確立された｡

逆搬介理化のため､一号lトヤードの【二1勧化とコンテナ ヤートにJiけるl′-1軸

クレーンの採川は柱Hされ,｢tI刺探索など,すべて′.一己r一.汁号う二俄に上り逆転

されるこの設備の今後の応朋拡大い明持される(〕鉱イ∴ 粉体輸j垂において

は,荷役能力の増人に加え,発塵や搭鉱防】｢二,低騒音化に戊粧を七み,重

た小形荷役設伯とLてのモートル ブロックでは,その上主有村ヒと仏土1モ小′川J

卜とが卜女】られている｡

自動車部-1もについては,州乍能などの要ワ∠に加えて､公′1i川一策ヒク‾)胤坐

についての開発が行なわれ,新形カー エアコンディショ十,バ･ソテリーー駆

動運搬中用モータ シリース､か碓､ソニされ､如に,緩衝クラッチノ〈スタータを

開発L,l三1動巾の安仝作､†.摘椚ミのl｢りl二と環境の改善に鋭ノコミ竹ノJを傾汀L

ているし_,
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車 両

省エネノレギー形チョッパ制御

装置の量産

消費1五力品の少ない電車川制御装置

として開発されたチョ､ノバ制御装置は,

符エネルギー時代の花形として続々製

作されている〔}

力行消費電力呈が少なく,低速まで

L司生プレMキがかけられる主回路チョ

ッパ制御装置は,帝都高速度交通宮川

で実用化以来小形軽造化,ゲート;別御

ト11路のIC化によるイ言束則生巾+上などの

改良が行なわれ,量産した札巾沌市‾交通

局,神戸7打交通局用(図1)は自動三基転

(ATO)が行なえるように名▲厚されて

し､るし=.

一方,綾巻電動機を利子卸して【ロJ生プ

レ【キをかける界磁チョ ッパ装置は,

岳†三根件とバランスのとれた1保諮協調

を凶/ノた臼_!工標卑彬界イ滋チョッパ制御

装置として,‾火京急行乍丘鉄株式全判二1ごり

けに量産されている｡

納入台数は製作中も含め,主回路チ

ョッパ制御装置93セ､ソト,界磁こチョッ

パ制御装置118セ､ソトに達し,ニ将来の電

卓用制御装置の主i允としての旭場を築

きつつある｡

軽合金製軽量車両

近年,軽量化による高速化,省エネ

ルギーを臼的とした軽合金製軽量卓向

の効果が見直されており,日_立製作所



図2 相模鉄道株式会社7000形軽合金製通勤電車
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でも全円新幹線電卓用,地‾F鉄電卓用

などに向け納入してきた‥

このたび納入した木=模鉄道株J〔会社

7000形軽合金製油軌電卓(図2)は,省

エネルギー,保守の省ブJ化を目的とし

た絶満的な軽量車｢山jであり,二大のよう

な恍慮を施してあるく､

(1)構休構造に,薄肉大形押出形材を

【‾ll心としたfナ理的な構造を採川するこ

とによる軽量化と高い剛性の確保｡

(2)自動開閉式下降窓装置,尾根上駐

中i令房装置などの対旅客サービスIrl]上｡
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(3)サイリスタ電上靴発う五機,側窓及び

逆転台のユニット化,配線のダクト化

など保守の容易化,省プJ化｡

などが主なノl.1くである｡

日本国有鉄道納め電気車両の

量産

日立製作析は,山陽新幹線博多開業

に伴う新幹線ノ竜一拝の量産と,イ仁未練輸

送力増強に伴う電車,電1‾も機関車の岩

ヤ■沼
地･

山賢ン点

き撃覧

燕を行ない,新幹線電卓58碑j,イ仁未練

′壷申58両j及び電気機関車13佃をそれぞ

れ日本国有鉄道へ納入したし)485系特急

形交･直子充電車については,昭和48年

冬季における東北地区雪害事故にかん

がみ,主要電気機器の収納精の密閉強

化など全面的に耐寒耐雪形とL,対雪

害信煩度を人幅にl‾rり上させた｡また,

EF81形交･直一元電気機関車はAC20

kV,50/60Hz,DCl,500Vの3電乞(

式のガ能形機関卓で,日本国有鉄道の

主力機関車の一つとなっているが,今

図3 日本国有鉄道納めステンレス

鋼製車体EF81形交･直う充電気機関車
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図4 札幌市交通局東西線納め総合

自動運転装置(EDIC)

図6 低騒音形ティーセリレ機関車

喪≡窯′聯恕､毒望鵜舟夢≡よお盲
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【り+納入Lた関門ト ンネルー専用車は,塩

吉村策として特に機関中外板をステン

レス鋼製としている(匡13)｡

地下鉄用新総括制御方式

の確立

交通機関の近代化･省プJ化が各方｢如

において進められており,二のために

は安全惟を向上きせ,Lかも運転能率

の｢F-1上や,省力化,乗心地のIr■J上など

図5 車両自動試験装置の

構成例
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を図ることが必要である｡

また,個々の列車の削租】だけでは限

界を生じ,校数の列車を群としてとら

え,二れらを総括的に制御して初めて

各サブ システムの有効作が最人限に発

揮される｡

このはど札幌了1J交通局東西線用に納

入Lた地下鉄トータル システムは,地

上の中央指令案に設置された逆行管理

システムが列車群の統括制御を行ない､

運行管理システムの処理出力をVHF

常を使用した伝送系を介L卓上の総†ナ

試験は2編成同時に行なうことができる｡

日動運転装置(EDIC)(図4)に伝達す

る｡

地上システムより各駅でその都度走

行指令を受けた総介自動運転装置は,

チョッパ装置を制御し,乗心地の良し､

高精性な追従を行なわせている｡ニの

ように地卜とJ車_Lを伝送系で結合し,

連行管理システム,伝送系,総合自動

運転装置,チョッパなどをシステム化

した地下鉄用総括制御‾方式の確,謀によ

り,今後の地下鉄の自動化がいっそう

推進されるものと期待される｡

試 験 電 車
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図了 ザイール国有鉄道向け2′400kW交;充電気機関車
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鉄道車両自動試験装置

別小の滋二仝Il_つ+上北な逆行を碓付こす

るため,中仙は行柿の1ヒ期､1こ1上期の

検鹿が行なわれている√_､本装置(図5)

は,ヰ叫jc7)屯1く､′′二?1t系などすべてグ)

機詩詩,山路の検脊を什助化するもので

ある｡検稚は削御川′.=EJ′-.汁待機にi計じ音

された横瀬手順に従/ノて臼助的に制御

指令を=力し,それに対する中山のHゴ

ア‡を人プJしてで㌻戸i半ル上を行なって進行

する.=,すべての検イ巨が終J′すると､1上

めノブれた様ノじに従/ノて検在稚f十干三手ミニを日

工仙的に作J戊する.=.

(1)裡数個析での横木を併行して行な

え,検_す亡l二不【.ミを触縦できるグ)でヰ州iの

緑刺キミをl叶卜することができる｡

(2)抑Jフ上の仰八差をち･く L,検_在粘性

を向_卜することができる｡

新幹線電車用総合回路【試験装置及び

札幌市交通局南北線電車朋装置を納入

し,札幌巾交通人力東西線電車用装置を

製作中である｡

低騒音形ディーゼル機関車

【i_､ンニ製作所は,抑【†本Jき望岩川こン℃仝什

ノし幡賀望壬哉巾に巾街他用とLて,10mノ∴･二

で触f`互荷15km/h走行帖の騒斤が65d】〕

(A)以‾卜♂)帆工騒料Fラティー｢ゼル機l利一車

(図6)4佃を納入LたLノ

ニの機関中は,人符作業の多い椛業

川として克之も付さいやすいセンター,キャ

ブ タイプで,エンジンの機械｢十村策と

キ"
彗 て:"､

ホ嘗い

感妙
感妙

ノ〆･ぎ〆㌦せ

き議て､､･w､､乞､ア′破
〉威儀選…

1鴻∧叩

盛一■嫉瀾竃瀾

府

議率

Lて機卜娃11ミを_‾▲.市ノ女び密閉イ満j立とL,

排乞い■け十範とLて一光Ilち3峨.･■川き♂)コンパ

クトな消‾■-⊥代講,フアン∴組みを仙川iし

た方丈熱装置,放び′丘行装置の髄-.ヤl;山1ニ

スカートなど,帆脳‾i‾■与二化のための二桁機

桃を採用Lている｡従米の機関車に比

較して,騒音は30dB(A)低く､放近の

社会情勢から騒-～:1二規制の厳しい｢ナノ仏▲地

や,そグ)近郊で長夜稼動する機会の多

い耗業川紙上騒音形ディーゼル機関中と

して各方面よI)丁主臼を集めている｡

2,400kW全サイリスタ式交i充

電気機関車

ザイール【tミ1イ】▲鉄道l■′･jけ,2,400kWlモ

サイIj スタJじ‾安子克†に与毛軽覧関主‡り図7)10

山が1一亡成し,町綿151fト2J川Ti桔Lみきれ

るナ1よである_.

li引叶放では輸送力叶畑ミグ〕ため､ノヾノ存

_追1二は1工機開封を希望していたので,本
ノi註1t慌関卓の手法人に人きな期待を;拝せ

ている._､

木椀間中は,メインテナンスを甥‾1古

Lて規約した1,600kW機関中の跳事12-を

できるだけ多く佐川し,新Lい部ふ'-は,

JllプJ坪りヾのための上変圧昔話,_L幣i允綜

ノ女び小｢苦り子i中など､ごく払い'っれたもの

にとどめている.-,また,;川御方∫(を仝

サイリスタ位川戸別御ノ/JじとL,無保守

化を回/ノたうえ土咋さ流器の素J′一をil▲古‖打

I二1ミのものにtノた｡召三に,土､変圧一器の‾

一次側を2分※りにし機首註の小形･軽二造化
をト』っている.｡

エレベータ

エスカレータ

シンガポーノレ ホンリヨン ピノレ

糸内め高速エレーミ一夕

【卜上告川こJ叶は,既に■て'Ji辿エレベーータ

をrl本r二lミ1内に多数納人してきたが,二

㌔､

図8 360m/m山高速エレベータを納入し

たホンリヨン ビル(44階)
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図9 実用性に重点をおいた乗りかニ

区】11 山陽新幹線新下関駅納めオートライン

事山

l
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′サl乾

■

一盛

れらの技術をもとに海外における高速

エレベータの需要にも樟極的に応ずる

体制を進めている｡

昭和50年には,シンガポールを代表

する44隅建の近代的総fナ事務所ビルで

あるホンリ ヨ ン ビル(図8)に,Hi骨

な乗心地と精密な着床作能をもつA S

形速度輔還制御ガン(t360m/min高速エ

レベータを含む,エレベⅥタ,エスカ

レータ計24子iを納人L好評真に稼動を

開始した｡

このエレベータは,ハードウェアⅠ却

で主要制御装置をソリッドステート化

し,高信綿度としているほか,ソフト

ウェア面でも運転効率の高いCTP-ⅠⅠ

形全自動群管理万上(を採糊するなど,

妓高級エレベータ システムの真価を

i海外に示した｡

区l】0｢ピルエース+

が活躍する高層住

宅
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油圧エレーミ一夕の多様イヒ

今回,4～5階味の什宅別として,

6人ノ女び9人来I)の南二様才甲__L形テ由†tエ

レベータ(図9)を開発したウ ニのエレ

ベータはJIS規柿に沿う機椎とLて,

また,蹄たな応用分町を拡舶するため

に,油J上装言貰の付ヒ髄詐化,加減速度

0.1ヴ以下の緩やかな乗心地など,什

二もビルの仙川条件を姑東山に設.汁して

ある｡また各装i‾iう:をユニット化して機

1城字の面桔を2.8m2に純レトL,二の杓住

宅ビルの要求に適Lた機椎として今後

の方向をホすものである｡

エレベ【タの二主な什柏三を次に述べる｡

(1)速度:30m/min

(2)定員:6人(450kg),9人(600kg)

(3)行程:12m(5停止)
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溜

一､y.Lこ盆 ∧加慧

｢ビルエース+の低騒音イヒ

規柄形エレベー1タ｢ビルエース+は

エレベ【タ‾l行場の拡先主ととい二帖Jムい

分野で好評を博している(,今回,三けに

深絃逆転でもエレベータJ身辺の培三三内

ではとんど1汁J▲かない稚J空にl恥射な逆

転を行なうよう官主自てJ転換を阿り,更に

省エネルギーと仰仝性】Jり_卜という社会

【′】てJニーーズに対Lて新たな見地から才虫【1

のくふうを一昨り込んで,機能と皆の袖j

何の充実をlソトた(図10).こ二

幸な特上主を二大に記す｡

(1)サイリスタを有効に活用Lた新制

御方式によりイ‾ii相性と性能を高め,ld

時に､サイリスタ制御に伴うモータの

高調波`iE磁騒音の防止技術を確.､ンニし,

低騒-〔二う二化には特に考痕を心､つた｡

(2)乗りかご内装にエンボスカ‖工によ

る質感が高く耐候性の良いふっ素1封脂

化粧板を採用し,かご内装を優美なも

グつと した｡

(3)大規模ビルで似数缶設置される場

†ナ,むだ運転を最小にし,待ち時間の

如い高効率の並列運転方式とした｡

都市交通用オートライン(動く

歩道),エスカレータ

鉄道駅の構内などでの都市交通機l･染J

に集中する大量の人員輸送に最適､な手

段として,オ【トライン,エスカレー

タが広く用いられるようになったが,

ニれらは,他用条件や環ゴ尭から安全作
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図12 コンテナ自動

荷一役クレーン

と血r久件を特に重視した設計とする必

安がある｡

昭和50年には,欄干郎をオMル ス

テンレス製としてl耐久惟を一一指とl昌り上

したオーートライン2≠iを,新幹線新‾卜

関駅に納入した(区I11)｡また,エスカ

レータでは,踏段面ク)両側端を高くす

るとともに,前後する踏段の〕竜界を明

ホしたセ】フテイ ライン(プラスチッ

ク製デマケーション クリ【卜)什踏段

を新たに採用し,安全件の向上をⅠズ1っ

た都■lト交通川エスカレータを完成し,

札幌1け交通后川1】け20丁字i(2速度エスカ

レータ4f‾iを含む)を納入したほか,

続いて椅子兵‾市‾交通局向けに製作中であ

る｡各地の都市交適システムの一一環と

して,オートライン,エスカレ】タが

いっそうぎ舌足超することになる｡

運搬機械

コンテナ自動荷役クレーン

日本匡Ⅰ有鉄道では,大形コンテナ タ

ーミナルのう宣子計算機による総f㌢管理

化,荷役の日勤化を行なう目的で,従

米のフォークリフト方式に代わる自動

クレーンの採用による新しいシステム

の開発が進められており,その一環と

してクレーンでは世界でも糾の機能を

もつlて1動コンテナクレⅦン(図12)を,

今回日本国有鉄道へ3≠i納入した(順

次,増設される)｡本機の主な三拝長は,

(1)電r計算機の指令により自動でjE

確に荷役動作をする｡
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(2)コンテナの自動探索機能をもって

いる｡

(3)制御性の良い仝油任那動‾方式を採

用した｡

(4)自動探索機能を中心とする多軸動

作.i動論理横算用に,専用のIC制御

態と電子計算機イ二号授√受用の誘J尊純綿

丑左をイ備えている｡
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虹

図13 2′500t/h大形アンローダ

〆

敷

環境改善を考慮した鉱石用の大

形アンローダ

アンロ【ダ能力の大茶壷化に什い

鉱f‾｢障手引デ時に生ずる粉腱やバケット

≠うじからのミ構鉱が無視できなくなって

きた｡今山憎豊作した世界韓人級の能力

2,500t/hアンローダ(図13)で採用した

構造は,環境改‾ぎ年に対する対策を一卜分

考▲1宙‾したもので,/卜彼の鉱イ√用アンロ

ーダの端本となるものである｡
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図14 住友東予アルミニウ

ム製錬株式会社東予製造所

納めアルミナ用200t/hニュ

ーマチック アンローダ
さ遜声事=三､..′腰

主な特長を次に述べる

(1)ショックレス機構 荷役中にブ【

ムとがーダ問のレール継目をトロリが

通過しない構造とL,継目通過時のト

ロリが受ける衝撃による騒音やバケッ

ト刃先からの渚鉱をなく した｡

(2)ホッパからの発塵を抑えるため,

ホッパ上面にバッフル板を設け舞い上

がる粉塵を抑えるとともに,更に散水

を行なった｡

(3)ポ爪倉内及びコンベヤ スカート部の

ように,発塵しやすい部分を散水して

防塵を図った｡

(4)ホッパ内面にゴム ライニングを施

し,鉱石投下時に鉱石とホッパとの衝

突により生ずる馬蚤書を防止した｡

アノレミナ用200t/h最新鋭ニュー

マチック アンローダ

住友束子アルミニウム製錬株式会社

東予製造所に納入したニューマチック

アンローダ(図川)は,国産最大の荷揚

げ能力をもち,荷揚げ効率の向上,無

公害化,省力化,安全性及び耐摩耗性

に配慮が払われているばかりでなく,

アルミナのような粉体と,ピッチ,コ

ークスのような粒体に共用することが

できる｡これは今回,補助弁付二重排

出弁(特許)の新機構を採用したことに

より,従来の二重排出弁では使用でき

なかった粒体の排出が可能になったも

のであり,現在好調に稼動中である｡

他にも同程度の大谷量アルミナ専用
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ニューマチック アンローダ2某を製作

し,いずれも現在順調に稼動巾である｡

モートル ブロック用高1幾能新形

電動トロリ

日立モートル ブロックは,/ト形荷

役機器としてのJ戎力を発揮L各分野で

好評を得て仲良してし､るが.このたび

高機能を付加L,用途の拡大を図る新

形電動トロり(図15)を製品化し,国内

外市場に向け発売した｡

新形電動トロリは,国内のみならず

海外諸国への適格化設計を施しており,

その主な特長は,(1)制動時の操作性を

高めるため荷の振れと惰走を使用二状態

嘗､

に応じ調整可能とした長寿命ディ スク

プレ【キの採用,(2)各種形二状の走行軌

条に使糊可能な合理的な形状の車輪の

採用､(3)車輪などを長寿命化するガイ

ド ローラ走行案内方式の才采用,(4)小

形軽量化による取扱件向上などである｡

容量は各1,2,3,5,(t)の4機

種,走行速度はそれぞれ21/25m/min

(50/60Hz)である｡

自動車書『晶

カーエアコンディショナ用MJ

式こ斜板形圧縮寸幾

自動車の排気浄化システムの進展に

つれ著しくなった空調装置の搭載レイ

図15 新形電動トロリ

(形式:lET)



図17 直;充モータの代表機種(左から48V7･5kW,36V2kW.

24V O.3kW)

図t6 M+式斜板形圧縮機

色
名′

アウト制約に対処するため,新しい潤

子骨方式を採用したMJ式斜板形圧縮機

(図16)を完成した｡本機は冷妊と混合

しサイクルを循環するミスト状の潤滑

油を圧縮機中央のロ及人口から直接内部

機構にジェット潤滑する方式をとり,

従来機の油だめとボン7D機構を廃止し

た単純構造とし20%軽量化を図った｡

このため,圧縮機の運転姿勢は自由と

なり,回転‾方向も左右共用できるなど,

搭載レイアウト制約は大幅に改善された｡

また,圧縮機内の滞留油量は従来機の%

以下とな-),フォーミングなど起動時の

異常現象が緩和され,直接冷却のため内

部温度上昇は20%低く,一方では急加･

i成速や熟負荷の変動に即応した潤子骨が

なされるなど信締性を更に向上させた｡

ノヾッテリー駆動直流モータ
リーズ

バッテリーを電源とする電動装置は,

バソテリー フオークリフトや各種の

電動運搬車などのように,コードレス

で_しかも排気ガスが出ず,取扱いが簡

単なことから多‾方面で使われるように

なった｡また自動車や舟鯛自に積載する

パワー リフト用などの油圧発生用の

ポンプ駆動としても,小形の直子充モー

タが多く使われている｡これらの直流

モータは各種の用途に適した出力とし

て50Wから10kWまでの各種機種をシ

リーズとしてそろえ,広範な使用に供

している｡これらのモータは効率が良

く,しかも過酷な使用条件にも十分耐

えることができる｡また速度制御を必

要とする分野については,日立製作所

独自のMP S形(磁気移相制御形)サイ

リスタ チョッパ コントローラと組み

合わせ使用することにより,強力で安

定した動作を得ることができる(図17)｡

ディーゼノレ エンジン用緩衝ク

ラッチ式スタータ

自動車及び産業機械用ディーゼル

エンジンの始動条件の多様化に伴って,

エンジン着火後も完全始動するまでス

タータ ピニオンをエンジンにかみ合わ

せた状態で使用する場合が多くなり,

スタータのクラッチに空転性能の向上

が要求される傾向にある｡従来､この

種のスタータには,始動時の衝撃トル

ク吸収の目的から多板式J賛擦クラッチ

のものが多く用いられていたが,空転

性能の点より限界が生じてきた｡この

問題を解i央するものとして24V6.OkW

及び7.4kWの緩衝クラッチ式スタータ

を開発した｡

このスタータは,緩衝機構の適用に

より係合,空転惟能に優れたローラ

クラッチを,従来多板式摩篠クラッチ

を用いていた6～16J級デイーービル エ

ンジン用にも適用可能としたものであ

る｡ニれによって,従来品に比較し始

動時の衝撃力が40%低減するとともに,

2倍のエンジン回転にl耐えられるもの

となり,低温始動,耐環境性が大幅に

向上したr図柑)｡

区I18 テざイーゼルエ

ンジン用緩衝クラッ

チ式スタータ
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